
No.15 H30.10.1
発行

宮
代
町
で
は
、
平
成
29
年
度
に
、
町
内
の
圃
場
整
備

や
集
落
営
農
等
の
実
現
に
向
け
て
地
権
者
を
対
象
と

し
た
意
向
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
れ
、
「圃
場
整
備
事

業
を
実
施
し
た
方
が
よ
い
」と
の
声
が
多
く
挙
が
り
ま

し
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
、
農
業
委
員
・農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
と
協
議
を
行
い
、
宮
東
・中
島
地
区
を
モ
デ
ル

と
し
た
圃
場
整
備
や
集
落
営
農
の
実
現
に
向
け
た
取

組
み
を
実
施
す
る
運
び
と
な
り
、
実
現
に
向
け
、
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
勉
強
会
や
説
明
会
を
重
ね
る
と
共
に
、
宮

代
町
で
初
と
な
る
大
規
模
な
農
地
集
積
に
向
け
て
、

集
積
の
先
進
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
千
葉
県
香
取

市
農
業
委
員
会
へ
視
察
研
修
を
行
う
予
定
で
す
。

集
積
が
実
現
す
れ
ば
、
畦
畔
の
撤
去
が
行
わ
れ
、
農

地
の
面
的
な
管
理
が
可
能
に
な
る
ほ
か
遊
休
農
地
の

解
消
も
期
待
で
き
ま
す
。

【写真】地区説明会
<第1回(左上)>

平成30年1月26日,27日 若宮・宮東集会所
<第2回(右上)>

平成30年3月15日 JA南彩宮代支店

中島地区の圃場

農地集積の先進事例について研修を受ける
農業委員と推進委員(平成30年6月25日)

(杉戸町農業委員会会長と事務局が来庁)



2

▼主な業務

1．総会(毎月25日開催)での農地の権利移動

や転用申請の許可・決定等についての審議

2．遊休農地の発生防止、解消の推進、担い

手への農地集積の推進及び新規就農の支援活

動

3．その他上記に付随する現地調査・相談活

動や各種研修会等への出席

▼募集人数：14名

▼任期：2019年4月1日から2022年3月31

日までの3年間

▼応募方法：受付期間など、詳細については

「広報みやしろ」11月号をご覧ください。

宮代町農業委員会は、平成31年3月末をもって、農業委員・農地利用最適化推進委員の任期
が満了となります。それに伴い、宮代町における農業振興及び農地調整の為にご尽力してい
ただける方を募集します。募集要項は以下のとおりです。

▼主な業務

1．担い手への農地利用の集積・集約化

2．耕作放棄地の発生防止・戸別訪問・解

消活動

3．その他上記に付随する現地調査・相談

活動や各種研修会等への出席

▼募集人数：7名（旧須賀村3人、旧百間村

4人）

▼任期：委嘱日(2019年5月予定)から2022

年3月31日までの2年11か月

▼応募方法：受付期間など、詳細について

は「広報みやしろ」1月号をご覧ください。

▼
若
宮
地
区
陸
田
管
理
組
合
（
組
合
長
：
冨

田
高
治
さ
ん
）
で
は
、
昨
年
度
か
ら
「
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
」
を
活
用
し
、
水

路
敷
の
除
草
や
農
道
へ
の
砂
利
敷
き
等
の
共

同
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
は
今
年

度
行
わ
れ
た
活
動
の
様
子
）
。
▼
今
年
度
か

ら
は
、
新
た
に
前
原
・
西
地
区
並
び
に
宮
東

内
野
地
区
に
お
い
て
、
「
中
地
区
水
田
管
理

組
合
（
組
合
長
：
小
島
康
雄
さ
ん
）
」
と
「

内
野
地
区
農
地
管
理
組
合
（
組
合
長
：
根
岸

博
美
さ
ん
）
」
が
設
立
さ
れ
、
活
動
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
▼
ま
た
、
他
の
地
区
で
も
、

来
年
度
か
ら
の
活
動
実
施
に
向
け
て
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
▼
「
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
制
度
」
は
、
農
地
の
多
面
的
機
能

を
維
持
す
る
た
め
の
地
域
で
の
共
同
活
動
に

対
し
て
交
付
金
が
出
る
制
度
で
す
。
皆
様
の

地
区
に
お
い
て
も
、
ぜ
ひ
ご
検
討
い
た
だ
き

町
農
業
振
興
担
当
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

多面的機能支払交付金

地域で共同作業

ジャンボ
タニシに
ご注意!

(右)ジャンボタニシ
(左)ジャンボタニシのタマゴ

今夏、ジャンボタニシ（スクミリンゴガイ）が、宮代の水田でも発
見されました。水稲に食害などの被害を与えます。卵は鮮やかなピ
ンク色をしており、見つけたら注意が必要です!
貝は見つけ次第捕殺し、卵塊は、産卵後早期に水中に払い落とすか、
つぶしましょう。なお、貝には寄生虫がいる恐れがあるため、素手
で触らないで下さい。大量に発生しているようでしたら、春日部農
林振興センター（Tel：048－737－2134）へ、ご報告をお願いし
ます。



今年も、10月から12月にかけて、宮代町の全農地を対象とした利用状況調査を行います。
調査期間中は、黄色い腕章を身につけた職員が農地に入ることがありますのでご協力ねがい
ます。調査の結果、膝丈以上に草が繁茂していると認められた場合、遊休農地として国に報
告し、年始を目処に利用意向調査を発送させていただきます。

なお、農地を放置し、荒廃した状態にしていると、課税が強化されることがあります。

農地利用状況調査の実施について
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STOP！ヤミ小作

ヤミ小作とは、通常、農業委員会において利用権の設定手続きを経て、正式に土地所有者
から農地を借り、耕作を行うべきところを、利用権の設定をせず、相互同意のみで耕作を
行っていることを指します。「耕作者の把握が正確にできない」「地代の支払いに関するト
ラブル」等の問題が生じますので、農地の貸し借りを行う際は、農業委員会に利用権設定の
申出書を提出してください。書類は事務局にご用意しております。

・普段から農地の適正な維持管理をお願いします。
・雑草を繁茂したままにすると、火災や不法投棄、病害虫の発生
により、近隣に迷惑をかけることになります。
・自力での管理が難しい場合は、草刈代行業者にご相談ください
（37円/㎡が新しい村での請負額です）。

宮代町農業担い手塾 新たな塾生を受け入れました!

町では、新規参入による就農希望者や町内の農家子弟を「農業担い手塾」で塾生として受
け入れ、農業を行っていくために必要な技術習得や将来の独立就農に向けた支援を行ってい
ます。
10月1日に新たな塾生(7期生)として、永堀勝則(ながほり かつのり)さんが入塾しました。

永堀さんは春日部市出身の非農家で、ご両親とともに自営業
(金属加工業)を営んできましたが、家庭菜園で長年培ってき
た野菜栽培の経験を活かし、本格的に独立就農を志すように
なりました。

永堀さんの受け入れに際しては、「新規就農里親制度」を
活用して2人の里親農家が全面的にサポート。生産基盤支援
農家として農地(約25㌃)や灌漑設備（井戸）等を提供して
いただくのは、前原地区の島村精治さん。農業技術支援農家
として栽培技術や地域との関わり等に対するアドバイスをし
ていただくのは、先輩新規就農者でもある高橋正宏さんです。

永堀さんは、今後、字中地内の研修圃場で地域の農家の
サポートをいただきながら、３年間の実践研修に取り組ん
でいきます。



◆
近
年
、
気
象
の
変
化
に
著

し
い
も
の
が
あ
る
。
局
地
に

長
時
間
大
雨
を
降
ら
せ
る
線

状
降
水
帯
が
多
く
の
被
害
を

起
こ
し
て
い
る
ほ
か
、
土
砂

災
害
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
っ

て
多
く
の
人
的
被
害
が
生
じ
、

交
通
網
は
寸
断
さ
れ
、
経
済

や
物
流
、
農
業
経
営
に
も
影

響
を
与
え
て
い
る
。

強
い
台
風
も
多
発
し
て
お

り
、
大
雨
、
高
潮
の
被
害
も

多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
。
猛

暑
日
も
増
加
し
た
。
埼
玉
県

熊
谷
市
で
は
最
高
気
温
41
度

と
、
全
国
で
一
番
の
気
温
を

観
測
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

熱
中
症
対
策
も
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
農
産
物
は
、

高
温
障
害
に
よ
っ
て
米
、
野

菜
が
高
騰
し
た
。

一
方
で
、
明
る
い
話
題
も

あ
る
。
秋
田
県
立
金
足
農
業

高
校
野
球
部
が
、
甲
子
園
準

優
勝
と
い
う
活
躍
を
見
せ
て

く
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
。今

年
の
猛
暑
を
「
喉
元
過

ぎ
れ
ば
”
暑
さ
”
を
忘
れ
」

と
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う

し
た
気
象
の
変
化
、
自
然
災

害
、
地
震
等
に
対
し
て
も
、

常
に
危
機
感
を
持
っ
て
、
備

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

(

推
進
委
員)

■農業委員会だより編集委員■

折原昇・冨田髙治・成田直枝・森山廣之・岩本文洋・岡村由紀江

【発行】宮代町農業委員会
TEL： 0480-34-1111
FAX: 0480-34-1093
産業観光課 ⑭番窓口
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編
集
後
記

・積立方式
・終身年金
・保険料は月額2万円から6万7千円の間
でいつでも変更可能
・保険料を全額、社会保険料控除できる
・一定要件を満たせば、認定農業者(要・
青色申告)や家族経営協定を締結してい
る配偶者・後継者は、保険料の補助を受
けられる

平成31年1月から、全ての農作

物を対象に収入減少を補てんする、

「収入保険」が始まります。

●青色申告を行っている農家
●自ら生産した農産物の販売収入
全体(肉用牛、肉豚、鶏卵は除く)

◇
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
と
し
て
、
2
年
半
活
動
し

て
参
り
ま
し
た
。
会
議
や
研

修
で
は
、
様
々
な
分
野
の
専

門
家
の
話
や
、
近
隣
市
町
村

の
先
進
的
な
活
動
報
告
、
ま

た
、
他
県
の
遊
休
農
地
の
解

消
事
例
な
ど
を
見
聞
き
し
、

多
種
多
様
な
知
見
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
先
10
年
、
20
年
後
、

宮
代
町
の
農
業
が
ど
れ
く
ら

い
発
展
で
き
る
か
は
、
今
か

ら
し
っ
か
り
と
方
向
性
を
見

据
え
、
検
討
す
る
我
々
次
第

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
課
題
と

な
る
担
い
手
不
足
や
遊
休
農

地
の
増
加
な
ど
の
問
題
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
解
決

に
向
け
て
活
動
し
、
少
し
で

も
農
業
経
営
が
良
く
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。(

推
進
委
員)

農業者年金基金：℡ 03-3502-3942

●60歳未満
●年間60日以上農業に従事
●国民年金第1号被保険者

農業経営を引退した後も十分な収

入を確保し、安心した老後生活を送

るために、国民年金に上乗せする農

業者年金に加入しましょう！

条件

ご存知ですか？

特徴

対象

埼玉県農業共済組合宮代支所:℡ 0480-32-1015

平成30年 10～11月 ：加入申し込み

12月 ：保険料等納付

平成31年 1～ 12月 ：保険期間

平成32年 3～6月 ：保険金等の
請求・支払

スケジュール

詳細は最寄の農業共済組合まで


